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術前後の視力 ･ 眼底 ･ 視野 ･ 術後合併症を検討 し

た .

【結果】 3 眼で視力改善,
4 限で不変で あり , 視

力改善例は術後 3 - 6 ケ月の 間に最高視力に達 し

た . 黄斑部硬性 白斑 は 6 眠 が初 回手術 に て 縮少 .

残り 1 眼は再手術により縮少 した . 重篤 な合併症

は認めなか っ た . 黄斑部小切 開法 は
,
糖尿病 リ ビ

ド黄斑症例 に対 し効果的な術式で あると考えられ

る .

4　糖尿病網膜症管理における診療連携

安藤伸朗・佐藤弥生（済生会新潟第二病院眼科）
･

井海 雄介

平成12 年5 月1 2 日 に第36 回関東甲信越眼科学会

( ブロ ッ ク講習会) が行なわれ , 部門別会議の公衆

衛生連絡会 で , 糖尿病網膜症を中心 に した 診療連

携を中心 に討論がなされた .

糖尿病における診療連携を , ｢ 眼科の 中 で の 病

診連携+ ｢ 内科と眼科の 診療連携+ ｢ 啓蒙活動+ の 3

つ に分けて
,
関係する 9 県 ( 栃木県 ･ 群馬県 ･ 茨

城県 ･ 千葉県 ･ 埼玉県 ･ 山梨県 ･ 神奈川県 ･ 長野

県 ･ 新潟県) の 各県委員に事前に ア ンケ ー ト調査

を実施 した .

眼科の 中で の病診連携 で は ,
｢ 各病院 の 設備 ･

治療成績を明らかにして 欲 し い+ ｢ 網膜症治療 の

統
一

基準を知りた い+ な どの 意見が あ っ た . 内科

と眼科の 診療連携 で は, 情報提供の 仕方 へ の 工 夫

( 糖尿病手帳の 工夫, シ
ー ル の活用

,
糖尿病専 用の

提供善作成等) が発表さ れ た . 啓 蒙活動 で は
,
院

内 で の勉強会や マ ス メ ディ ア の 利用な どが有効と

報告 された .

今後は , 学会主導で の 網膜症治療 ガイ ドラ イ ン

の作成や, 電子カ ル テ 導入によ るデ
ー

タ の 蓄積 が

期待出来ると思われた .

5 　 糖 尿 病 性 腎 症 治 療 の 新 し い 視 点（第 3 報 ）

― 1 ） 蛋 白 制 限 食 療 法 の r e s p o n d e r と n o n -

r e s p o n d e r ―

― 2 ） 米 ・ 大 豆 蛋 白 摂 取 の 腎 に 対 す る 影 響 ―

中村宏志（中村医院　内科）

中 村 隆 志 （ 同 薬 局 ）

1 ) 蛋白制限食療法

【目的】 糖尿病性腎症に蛋 白制 限食療法を行 っ

た場合に尿蛋白減少効果がある者とな い者と で 腎

機能低下速度に差がある かを検討 した .

【対象と方法】 尿蛋白が0 .5 g/ 日以上 の 2 型頻尿

病患者15 名に , 蛋白1 .2 g / k g 食と蛋 白0 .6 g / k g 食

を各3 日間摂 取させ , 尿 蛋 白量 が 低下 した r e -

s p o n d e r と低下 しなか っ た n o n - r e s p o n d e r に つ き,

3 - 5 年間血清ク レ ア チ ニ ンを測定した .

【結果】 n o n - r e s p o n d e r は r e s p o n d e r に 比 し て

腎機能が有 意に低下 して い た . n o n - r e s p o n d e r の

腎機能低下度は蛋白摂取量と は関係 しなか っ た .

2 ) 米 ･ 大豆蛋白摂取の 腎に対する影響

【目的】 食事中蛋白の 質の 差 が腎機能 に及ぼ す

影響 に違 い が あるか を検討 した .

【対象と方法】 健常人10 名 に対 し, 蛋白30 g を含

む豆腐 ･ 妙り大豆 ･ 米飯お よ び蛋白 6 g を含む低

蛋白米を経 口摂取 させ ,
G F R と A E R を 1 時間毎

に測定した .

【結果】 豆腐と妙り大豆は とも に経 口摂取 した

場合に G F R と A E R も変化させ なか っ た . 米飯は

G F R を変化させなか っ たが
,
A E R をわ ずか に増

加さ せ た ( p < 0 .05) . 低蛋白米 は A E R を増加 さ

せなか っ た .

6　糖尿病肥満治療において継続した外来栄養指

導が有効であ っ た 2 例

＜栄養士の外来業務参加への取り組み＞

小出ふみ・桜井優子（刈羽郡病院栄養科）小坂恵子・内山洋子

片 桐 尚 ・ 涌 井 一 郎 （ 同 内 科 ）

【目的】 糖尿病 , 肥満患者の 外来栄養指導を よ

り効果的にする ため に待ち時間を利用 した継続栄

養指導を開始 した .


